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梓
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小
野
梓
「
民
法
之
骨
」
（
「
上
篇
」
明
治
＋
七
年
一
八
八
四
年
東
洋
館
書
店
刊
）
の
第
五
章
は
、
題
し
て
「
家
庭
の
制
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

冒
頭
、
小
野
は
「
前
章
の
所
論
に
連
接
し
て
論
述
す
べ
き
一
大
要
目
あ
り
。
之
を
家
庭
の
制
な
り
と
す
。
蓋
し
家
庭
の
制
は
親
子
の
関
係

を
督
す
も
の
に
し
て
、
其
所
定
の
如
何
直
に
之
が
位
地
権
利
を
左
右
す
る
も
の
な
ら
ば
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
前
章
と
は
第
四
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
も
ろ

「
一
箇
人
の
位
地
」
、
す
な
わ
ち
「
人
た
る
も
の
こ
の
位
地
に
依
て
諸
の
権
利
を
享
有
し
若
く
は
諸
の
義
務
を
負
担
す
る
も
の
な
り
」
と
い

っ
て
い
る
か
ら
今
日
い
う
権
利
能
力
に
あ
た
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
野
の
発
想
な
い
し
は
叙
述
の
流
れ
か
ら
、
直
ち
に
彼
が
、
す
で
に

親
子
間
の
法
律
関
係
ま
で
、
す
べ
て
対
等
当
事
者
間
の
純
財
産
法
的
個
人
主
義
的
権
利
義
務
関
係
に
包
摂
さ
せ
て
構
想
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
す
る
の
は
早
と
ち
り
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
小
野
は
、
「
蓋
し
家
を
以
て
国
に
繋
げ
一
団
の
家
族
を
以
て
社
会
の
基
礎
と
為

　
　
　
小
野
梓
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四

す
べ
き
も
の
な
ら
し
め
ば
、
民
法
上
家
庭
の
制
を
論
ず
る
に
当
て
族
長
と
家
族
の
関
係
に
論
及
す
べ
き
も
、
若
し
身
を
以
て
直
に
国
に
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

げ
衆
一
箇
人
を
以
て
社
会
の
要
素
と
為
す
べ
き
も
の
な
ら
し
め
ば
、
民
法
上
其
制
を
論
ず
る
に
当
て
唯
り
親
子
の
関
係
を
論
ず
る
に
止
ま

　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
べ
け
れ
ば
な
り
。
」
と
も
い
っ
て
い
る
。

（
1
）

（（32
））

　
本
稿
に
引
用
す
る
小
野
の
著
作
は
、
す
べ
て
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
「
小
野
梓
全
集
」
（
早
稲
田
大
学
刊
）
第
一
巻
昭
和
五
十
三
年
（
一

九
七
八
年
）
、
第
二
巻
同
五
十
四
年
（
一
九
七
九
年
）
、
第
三
巻
同
五
十
五
年
（
一
九
八
○
年
）
、
第
四
巻
同
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）
、
第
五
巻

同
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。

　
「
家
庭
の
法
律
」
な
ど
と
は
今
日
で
も
、
結
構
い
わ
れ
て
い
る
が
。

　
全
集
第
二
巻
三
〇
〇
頁
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
民
法
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
原
理
の
は
た
ら
く
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
人
の
生

活
の
な
か
で
、
物
の
生
産
、
流
通
を
規
律
す
る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
な
打
算
的
個
体
的
な
法
の
部
分
と
、
人
の
生
産
（
種
の
持
続
、
繁

栄
）
を
紀
律
す
る
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
超
打
算
的
統
体
的
な
法
の
部
分
と
か
ら
な
る
。

　
前
者
の
部
分
を
広
く
財
産
法
と
名
付
け
る
の
は
、
ほ
ぼ
定
着
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
後
者
の
総
称
に
は
、
い
さ
さ
か
変
遷
が
あ
っ
た
。
む

ろ
ん
民
法
典
の
編
別
に
な
ら
っ
て
素
直
に
親
族
法
・
相
続
法
な
い
し
は
、
併
せ
て
親
族
相
続
法
と
い
う
い
い
か
た
も
あ
ろ
う
が
、
な
ん
と

な
く
曲
が
な
さ
す
ぎ
、
ま
た
講
学
的
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
か
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ
、
か
つ
て
は
中
川
善
之
助
あ
た
り
を
鳴
矢
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
か
「
身
分
法
」
、
「
身
分
法
学
」
と
い
う
い
い
か
た
が
一
時
流
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
身
分
法
と
は
、
「
財
産
法
に

対
立
す
る
概
念
で
、
貨
財
の
生
産
・
再
生
産
を
規
律
す
る
財
産
法
と
併
立
し
て
種
族
の
保
存
永
続
を
確
保
せ
ん
た
め
に
生
み
出
さ
れ
る
法



規
」
の
こ
と
で
、
「
身
分
そ
れ
自
身
に
関
す
る
法
規
の
他
、
身
分
に
原
因
し
、
ま
た
、
こ
れ
に
制
約
せ
ら
れ
る
特
殊
の
財
産
的
法
規
を
も

含
む
」
と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
「
身
分
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
は
、
封
建
社
会
に
お
け
る
人
の
地
位
の
上
下
序
列
と
は
全

く
別
で
、
「
親
た
る
身
分
」
、
「
子
た
る
身
分
」
と
い
う
よ
う
に
、
単
に
「
人
の
保
族
生
活
に
お
け
る
社
会
的
地
位
」
を
指
す
に
す
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
の

が
、
と
は
い
え
、
「
身
分
」
と
い
う
こ
と
ば
の
語
感
か
ら
、
ど
う
し
て
も
、
例
の
士
・
農
・
工
・
商
の
「
身
の
分
限
」
と
い
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

連
想
さ
れ
が
ち
な
難
点
は
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
家
族
法
」
と
は
い
わ
ず
「
身
分
法
」
と
い
う
い
い
か
た

に
、
あ
く
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
戦
前
の
い
わ
ゆ
る
「
明
治
民
法
」
（
明
治
三
十
一
年
一
八
九
八
年
六
月
二
十
一
日
法
律
第
九
号
「
民

法
第
四
編
第
五
編
」
）
　
の
も
と
で
「
家
族
」
と
は
、
戸
主
に
統
率
さ
れ
る
「
家
」
の
構
成
員
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

（
5
）か

。
そ
の
意
昧
で
は
、
戦
後
の
全
面
改
正
に
あ
っ
た
現
行
民
法
第
四
編
第
五
編
（
昭
和
二
＋
二
年
一
九
四
七
年
＋
二
月
二
＋
二
日
法
律
第
二
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
＋
二
号
）
の
も
と
で
は
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
の
要
も
な
く
な
り
晴
れ
て
「
家
族
法
」
と
よ
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
今
日
、
次
第
に
「
家
族
」
と
い
え
ば
、
婚
姻
に
基
づ
い
て
居
住
、
経
済
生
活
を
共
に
す
る
親
と
そ
の
未
成
熟
の
子
か
ら
な
る
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ど
き

合
体
の
構
成
員
を
意
味
す
る
だ
け
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
核
家
族
化
）
。
し
か
も
、
そ
の
家
族
相
互
間
の
法
律
関
係
を
も
財
産
法
擬
の
互

角
対
等
者
間
の
そ
れ
に
準
じ
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
「
家
族
共
同
体
」
そ
れ
自
体
の
解
体
を
も
狙
う
と
い
う
傾
向
す
ら
あ
ら

　
　
　
　
（
7
）

わ
れ
て
い
る
。

（
4
）

（
5
）

　
中
川
善
之
助
「
身
分
法
概
論
」
（
昭
和
四
年
一
九
二
九
年
春
秋
社
刊
「
大
思
想
エ
ン
サ
イ
ク
・
ペ
ヂ
ア
」
第
十
八
巻
「
法
律
学
」
）
、
同
「
略
説

身
分
法
学
－
親
族
相
続
法
の
社
会
法
律
学
1
」
（
昭
和
五
年
一
九
三
〇
年
岩
波
書
店
刊
）
。

　
「
明
治
民
法
」
第
七
百
三
十
二
条
第
一
項
に
は
、
コ
戸
主
ノ
親
族
ニ
シ
テ
其
家
二
在
ル
者
及
ヒ
其
配
偶
者
ハ
之
ヲ
家
族
ト
ス
」
、
第
二
項
に
は
、

小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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六

「
戸
主
ノ
変
更
ア
リ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
旧
戸
主
及
ヒ
其
家
族
ハ
新
戸
主
ノ
家
族
ト
ス
」
と
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
「
家
」
な
る
法
概
念
は
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
十
月
七
日
法
律
第
九
十
八
号
「
民
法
財
産
取
得
編
（
第

十
三
章
相
続
）
人
事
編
」
に
も
み
ら
れ
、
例
え
ば
「
人
事
編
」
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
に
は
、
「
戸
主
ト
ハ
一
家
ノ
長
ヲ
云
ヒ
家
族
ト
ハ
戸
主

ノ
配
偶
者
及
ヒ
其
家
二
在
ル
親
族
、
姻
族
ヲ
云
フ
」
と
あ
り
、
同
第
二
項
に
は
「
戸
主
及
ヒ
家
族
ハ
其
家
ノ
氏
ヲ
称
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ボ
ワ

ソ
ナ
ア
ド
ら
当
時
の
民
法
編
纂
者
ら
の
苦
心
の
所
産
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
今
日
で
も
、
財
産
法
上
の
法
律
行
為
に
あ
た
る
家
族
法
上
の
法
律
行
為
（
も
と
よ
り
両
者
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
原
理
が
は
た
ら
く
）
だ
け

は
、
「
身
分
的
法
律
行
為
」
な
い
し
は
「
身
分
行
為
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
身
分
法
な
い
し
は
家
族
法
に
は
依
然
と
し
て
、
財
産
法
と
は
違
っ
た
独
自
の
原
理
は
あ
る
と
思
う
が
。
な
お
、
黒
木
三
郎

「
現
代
家
族
法
批
判
－
市
民
的
家
族
法
の
限
界
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
青
山
道
夫
博
士
追
悼
論
集
「
家
族
の
法
と
歴
史
」
昭
和
五
十
六
年
一
九

八
一
年
法
律
文
化
社
刊
）
は
、
「
家
族
法
が
財
産
法
を
離
れ
て
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
は
、
人
間
が
財
産
と
の
関
わ
り
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
と
同
様
に
真
実
で
あ
る
」
が
、
他
面
、
「
財
産
法
と
は
全
く
関
係
の
な
い
領
域
で
」
の
「
家
族
法
独
自
の
原
理
」
が
は
た
ら
く
場

面
も
あ
る
は
ず
で
、
そ
こ
で
は
、
す
ぐ
れ
て
人
類
の
歴
史
的
体
験
的
法
則
、
民
族
慣
習
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
な
ど
が
作
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
か
じ

　
さ
て
小
野
は
、
「
然
れ
ど
も
家
庭
の
制
を
論
決
す
る
の
前
に
当
て
予
め
先
づ
論
定
す
べ
き
問
目
一
つ
あ
り
」
と
し
、
「
一
国
は
宜
し
く
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

団
の
家
族
を
以
て
其
基
礎
と
為
す
べ
き
乎
、
将
た
衆
一
箇
人
を
以
て
其
要
素
と
為
す
べ
き
乎
」
を
先
決
間
題
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
「
一
団
の
家
族
を
以
て
社
会
の
基
礎
と
為
す
も
の
は
、
族
長
若
く
は
戸
主
の
類
を
置
き
其
家
族
を
統
治
せ
し
め
、
之
を
以
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な

国
を
組
織
す
る
も
の
を
云
ひ
、
所
謂
る
身
を
以
て
家
に
繋
げ
家
を
以
て
国
に
繋
ぐ
る
の
制
な
り
。
本
邦
若
く
は
羅
焉
の
古
制
及
び
支
那
の

今
制
の
如
き
即
ち
是
れ
な
り
。
衆
一
箇
人
を
以
て
社
会
組
織
の
要
素
と
為
す
も
の
は
、
人
々
を
し
て
各
箇
に
自
治
せ
し
め
、
之
を
以
て
直



に
其
社
会
を
組
織
し
、
族
長
若
く
は
戸
主
等
の
督
御
を
受
け
し
め
ざ
る
も
の
を
云
ひ
、
所
謂
る
身
を
以
て
直
に
国
に
繋
げ
国
は
身
の
積
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

り
と
為
す
も
の
な
り
。
近
時
泰
西
諸
邦
の
制
皆
な
是
れ
な
り
。
」
と
鳥
鰍
し
た
う
え
で
、
「
此
二
制
敦
れ
か
最
も
社
会
の
存
在
に
適
合
」
す

る
か
を
論
定
す
る
に
あ
た
り
小
野
は
、
い
か
に
も
小
野
ら
し
く
、
国
家
社
会
を
「
布
吊
」
に
讐
え
、
「
惟
ふ
に
、
吾
人
に
し
て
布
吊
の
堅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
も

緻
破
り
難
か
ら
ん
を
欲
せ
ぱ
、
一
々
其
組
糸
を
精
撰
し
倶
に
之
を
強
か
ら
し
め
ざ
る
を
得
ず
。
…
…
夫
の
多
く
奴
隷
を
蓄
へ
以
て
之
を
組

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
か

織
す
る
の
社
会
は
、
宛
も
不
斉
の
組
糸
を
以
て
之
を
組
織
せ
る
布
吊
の
如
し
。
…
…
之
に
反
し
威
く
独
立
自
治
の
良
民
を
以
て
之
を
組
織

す
る
の
社
会
は
則
ち
然
ら
ず
。
其
勢
力
常
に
社
会
全
般
の
人
衆
よ
り
生
じ
、
其
堅
緻
破
り
易
か
ら
ざ
る
、
実
に
精
撰
の
組
糸
を
以
て
之
を

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

組
織
す
る
布
畠
の
如
し
。
」
と
合
理
的
に
判
定
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
い
い
と
し
て
も
、
た
だ
論
理
を
お
し
す
す
め
て
い
く
う
ち
に
、
族
長
も
し
く
は
戸
主
と
家
族
と
の
関
係
に
、
い
つ
の
間
に
か
奴

隷
所
有
者
と
奴
隷
と
の
関
係
が
、
も
つ
れ
こ
ん
だ
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
小
野
の
奴
隷
観
は
幅
が
あ
っ
て
、
す
で
に
「
羅

　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ま

漏
律
要
」
に
お
い
て
、
「
我
輩
は
右
の
如
く
賎
奴
苦
役
の
害
を
略
叙
し
其
の
末
旬
に
至
れ
ば
忽
ち
無
限
の
感
慨
を
起
し
、
本
邦
の
士
族
（
廃

藩
の
以
前
を
云
ふ
）
諸
君
の
為
に
数
滴
の
紅
涙
を
流
し
た
り
。
惟
ふ
に
、
廃
藩
の
前
に
当
っ
て
士
族
諸
君
は
諸
大
小
名
の
臣
属
た
る
を
以

　
つ
ね

て
毎
に
主
人
の
手
下
に
隷
し
、
其
の
実
賎
奴
の
性
質
を
寓
せ
し
者
な
る
べ
し
。
試
み
に
其
の
証
左
を
挙
ん
に
、
士
族
諸
君
の
生
命
は
其
の

主
人
に
託
し
た
る
も
の
に
し
て
、
其
の
身
体
の
運
行
に
至
る
ま
で
皆
な
主
人
の
意
を
伺
ひ
し
者
に
非
ら
ず
や
（
平
民
亦
た
其
の
実
賎
奴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

類
せ
し
と
難
ど
も
、
婚
姻
の
自
由
あ
り
て
身
体
運
行
の
妨
げ
な
き
は
稻
々
士
族
諸
君
に
勝
れ
し
に
似
た
り
）
。
故
に
我
が
明
治
文
武
皇
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
く

の
即
位
に
当
っ
て
廃
藩
の
大
号
令
を
下
し
、
主
従
の
分
限
を
一
解
し
給
ふ
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
知
ん
、
今
日
自
由
を
占
む
る
士
族
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

君
は
却
て
是
れ
羅
薦
等
無
権
の
賎
奴
と
相
ひ
伯
仲
す
る
の
地
位
に
留
ら
ん
こ
と
を
。
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て

　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
む
ら
い

の
士
農
工
商
の
首
位
を
占
め
て
い
た
「
士
」
も
、
な
ん
ぞ
は
か
ら
ん
奴
隷
に
等
し
か
っ
た
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
自
身
、
明
治
二

年
（
一
八
六
九
年
）
、
は
や
ば
や
と
、
平
民
の
叔
父
善
平
の
養
子
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
士
籍
を
脱
し
て
い
る
の
も
故
無
し
と
は
い
え
ま

い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

全
集
第
二
巻
二
九
九
頁
。

同
三
〇
〇
頁
。

小
野
梓
「
羅
漏
律
要
」
の
由
来
等
に
つ
い
て
は
、

全
集
第
二
巻
五
一
～
五
二
頁
。

全
集
第
二
巻
収
録
の
佐
藤
篤
士
、
福
島
正
夫
「
解
題
」
に
詳
し
い
。

　
こ
こ
で
小
野
は
、
一
転
ひ
た
す
ら
「
本
邦
戸
主
の
制
を
廃
す
べ
き
」
論
に
移
り
、
そ
も
そ
も
戸
主
の
制
な
る
も
の
は
、
「
許
多
の
春
族

を
駆
て
一
戸
主
の
治
下
に
置
き
、
数
人
自
治
の
能
力
を
抑
制
し
以
て
一
人
の
左
右
す
る
所
に
任
す
」
も
の
で
、
「
必
ず
や
其
中
丁
年
を
越

へ
既
に
自
治
の
能
力
を
具
備
す
る
も
の
あ
ら
む
。
然
る
を
今
ま
之
を
一
人
の
治
下
に
置
き
其
能
力
を
抑
制
し
数
人
の
幸
福
を
放
て
之
を
一

人
の
左
右
す
る
所
に
任
す
。
是
れ
豊
に
人
間
交
際
の
宜
し
き
を
失
す
る
も
の
に
非
ら
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
豊
に
生
民
経
済
の
術
を
誤
ま
る
も

の
に
非
ら
ざ
ら
ん
や
。
」
と
い
い
、
「
筍
も
文
明
の
進
歩
を
翼
ひ
斯
社
会
の
永
存
を
望
む
あ
ら
ば
、
断
じ
て
斯
悪
制
を
廃
絶
せ
ざ
る
」
を
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
問
題
な
の
は
、
そ
の
す
ぐ
後
に
つ
づ
け
て
小
野
が
「
幸
に
し
て
維
新
以
来
随
時
布
く
所
の
法
令
は
能
く
戸
主
の
制
を
廃
す
る

の
意
を
実
行
し
、
特
に
明
治
五
年
第
二
百
七
十
五
号
布
告
、
八
年
第
百
五
十
三
号
布
告
の
出
づ
る
に
及
ん
で
戸
主
の
制
半
ば
其
基
を
失
却

　
わ
ず
か
　
　
　
よ
ぜ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

し
、
纏
に
其
余
喘
を
存
す
る
に
過
ぎ
ず
。
是
を
以
て
今
後
益
益
其
意
を
拡
げ
民
法
上
全
く
其
跡
を
止
め
ざ
る
に
至
ら
し
む
べ
き
な
り
」
と



い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　ハ

65））

同全
三集
O第

頁巻
o＝＝

　O

　頁
　～

　O

　頁
　o

三

先
づ
、
小
野
が
挙
げ
て
い
る
二
つ
の
太
政
官
布
告
を
検
討
し
て
み
よ
う

明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
九
月
十
八
日
第
二
百
七
十
五
号
は
、

　
「
父
兄
ト
同
居
ノ
子
弟
或
ハ
別
居
シ
テ
財
産
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
又
ハ
父
既
二
家
督
ヲ
其
子
二
譲
リ
隠
居
別
宅
シ
テ
財
産
ヲ
異
ニ
ス
ル

　
者
自
今
一
己
二
金
銀
借
受
候
分
其
証
券
中
本
家
ノ
戸
主
保
正
ノ
調
印
無
之
上
ハ
貸
主
二
於
テ
本
家
ノ
財
産
ヲ
目
的
ト
シ
貸
シ
与
フ
ル

筋
無
之
候
二
付
若
シ
右
等
ノ
者
共
返
金
相
滞
訴
訟
二
及
ヒ
候
節
同
居
ノ
者
ハ
其
身
所
持
ノ
品
物
ノ
、
・
・
分
産
異
居
ノ
者
ハ
其
財
産
ノ
ミ

　
ヲ
以
テ
之
二
当
テ
身
代
限
リ
ニ
裁
判
申
渡
候
条
為
心
得
此
段
相
達
候
事
」
。

次
に
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
十
月
九
日
第
百
五
十
三
号
は
、

　
「
家
督
相
続
或
ハ
贈
遺
等
二
由
テ
地
所
譲
受
候
節
地
券
書
換
手
続
左
ノ
通
相
定
候
条
此
旨
布
告
候
事

　
　
第
一
条

　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

一
、
生
存
者
ノ
家
督
相
続
二
由
リ
及
ヒ
総
テ
ノ
贈
遺
鞭
薇
灘
胤
鼎
駒
騨
節
淋
云
二
由
テ
譲
受
タ
ル
地
所
ハ
其
地
券
書
換
不
申
受
者
ハ
本
年
肪

　
　
　
　
　
（
1
）

第
百
六
号
布
告
二
拠
リ
処
分
可
致
事

第
二
条

一
、
死
亡
者
ノ
跡
家
督
相
続
二
由
テ
譲
受
タ
ル
地
所
ハ
其
譲
受
タ
ル
日
ヨ
リ
満
六
箇
月
ヲ
過
キ
地
券
書
換
ヲ
不
申
受
者
ハ
其
地
券
一

通
二
付
証
印
税
銚
磁
目
懲
五
倍
ノ
科
金
取
立
地
券
書
換
可
相
渡
事
」
。

（
1
）
　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
十
月
三
日
第
百
四
号
は
、

　
　
　
「
地
所
売
買
致
シ
候
節
代
金
受
取
ノ
証
文
有
之
ト
モ
地
券
申
受
ケ
サ
レ
ハ
買
主
二
其
地
所
所
有
ノ
権
無
之
候
条
規
則
ノ
通
地
券
書
替
申
請
ヘ
シ

　
　
若
シ
地
券
ヲ
申
受
う
テ
後
日
発
宴
ル
時
ハ
罰
金
ト
シ
テ
証
印
轟
蟷
聾
倍
ヲ
科
ス
ヘ
ク
此
旨
布
告
候
事
」
．

　
　
次
に
、

　
　
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
六
月
十
八
日
第
百
六
号
は
、

　
　
　
「
翠
七
年
肘
誓
四
号
布
告
左
ノ
叢
正
候
条
此
旨
布
告
候
事

　
　
地
所
売
買
致
シ
候
節
代
金
受
取
之
証
文
有
之
共
地
券
申
受
ケ
サ
レ
ハ
買
主
二
其
地
所
所
有
ノ
権
無
之
候
条
規
則
ノ
通
地
券
書
替
可
申
請
事
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
明
治
五
年
の
は
、
明
ら
か
に
身
代
限
り
に
関
す
る
手
続
法
で
、
己
の
借
財
は
己
が
身
一
つ
で
済
せ
と
い
う
至
極
当
た
り
前
の
掟
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
だ
い

だ
が
、
小
野
は
そ
こ
に
、
権
利
義
務
の
主
体
が
「
家
か
ら
人
へ
」
の
移
行
の
兆
候
を
察
知
し
て
い
た
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。
な
お
、
身
代

か
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
し
ぶ
ん
さ
ん

限
り
と
は
、
家
資
分
散
と
同
じ
く
徳
川
時
代
の
破
産
類
似
の
制
度
（
一
般
破
産
主
義
に
よ
る
現
行
破
産
制
度
と
は
違
う
）
を
ふ
く
め
た
強

制
執
行
手
続
一
般
を
指
し
、
当
時
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
六
月
二
十
三
日
第
百
八
十
七
号
「
華
士
族
平
民
共
身
代
限
規
則
」
、



同
第
百
八
十
八
号
「
貸
金
銀
滞
出
入
二
付
身
代
限
申
付
候
節
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
掲
示
案
」
な
ど
に
よ
っ
て
い
た
。

（
2
）
　
因
に
、
当
時
「
諸
罰
則
ヲ
犯
シ
罰
金
科
料
二
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
」
が
「
限
内
納
完
」
で
き
な
い
場
合
に
は
、
身
代
限
り
に
処
せ
ら
れ
て
い
た

　
が
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
年
）
三
月
三
十
一
日
第
十
一
号
に
よ
り
、
「
一
円
ヲ
一
日
二
折
算
シ
禁
獄
二
換
フ
其
一
円
以
下
ト
難
モ
傍
ホ
一
日

　
　
二
計
算
ス
」
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
法
案
の
元
老
院
に
お
け
る
討
議
に
内
閣
委
員
と
し
て
出
席
し
て
い
た
小
野
ば
、
「
従
来
諸
罰
則
を
犯
し
罰

　
　
金
科
料
を
以
て
之
を
処
す
る
に
、
其
人
無
力
に
し
て
納
完
す
る
能
は
ざ
る
者
は
身
代
限
を
以
て
之
が
処
分
を
な
せ
り
。
然
る
に
身
代
限
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
え

　
　
は
人
権
に
関
し
蓋
恥
す
べ
き
の
甚
し
ぎ
も
の
な
る
を
以
て
、
今
之
に
換
ふ
る
に
禁
獄
を
以
て
す
れ
ば
肯
て
其
人
権
を
害
す
る
に
至
ら
ず
。
」
と
発

　
　
言
し
て
い
る
（
全
集
第
三
巻
五
三
五
頁
）
。

　
　
な
お
、
同
巻
に
は
、
小
野
の
執
筆
と
思
わ
れ
る
断
片
「
身
代
限
処
分
心
得
」
、
「
身
代
分
散
律
考
案
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
同
五
五
三
頁
、
五

　
　
五
四
頁
）
。

　
次
に
、
明
治
八
年
第
百
五
十
三
号
も
、
小
野
の
み
た
よ
う
に
同
系
列
の
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
そ
の
所
有
権
の

客
体
が
土
地
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。

　
土
地
の
売
買
譲
渡
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
二
月
十
五
日
の
太
政
官
布
告
第
五
十
号
以
来
、
自
由
と
は
な
っ
た
が
、
土
地
の
所

有
権
は
、
前
掲
明
治
七
年
第
百
四
号
、
同
八
年
第
百
六
号
に
明
ら
か
の
よ
う
に
、
完
全
に
地
券
に
化
体
さ
れ
、
地
券
を
離
れ
て
の
土
地
所

有
権
の
移
転
は
法
的
に
は
な
り
た
ち
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
年
）
十
一
月
三
十
目
第
五
十
二
号
「
土
地

売
買
譲
渡
規
則
」
に
よ
り
、
「
凡
ソ
所
有
ノ
土
地
ヲ
売
渡
シ
又
ハ
譲
渡
サ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
灘
灘
証
文
二
地
券
ヲ
添
へ
其
地
ノ
戸
長
役
場
二

差
出
シ
奥
書
割
印
ヲ
受
ケ
之
ヲ
買
受
人
又
ハ
譲
受
人
へ
付
与
ス
ヘ
シ
」
（
規
則
第
一
条
）
、
お
よ
び
、
「
第
一
条
ノ
手
続
ヲ
以
テ
其
土
地
所

有
権
ヲ
移
転
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ト
難
モ
地
租
並
地
方
税
ハ
地
券
二
記
載
セ
ル
姓
名
ノ
者
ヨ
リ
之
ヲ
徴
収
ス
ヘ
シ
」
（
同
規
則
第
四
条
）
と
な

　
　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

っ
て
、
こ
こ
に
地
券
が
そ
の
私
法
的
機
能
を
喪
失
す
る
に
い
た
る
ま
で
つ
づ
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
時
ま
で
は
、
土
地
の
所
有
権
者
と
な
り
得
る
者
は
、
地
券
の
名
義
人
と
な
り
得
る
者
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
明
治

八
年
五
月
九
目
の
敦
賀
県
伺
「
地
券
ハ
其
家
二
付
与
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
其
人
二
付
与
ス
ル
者
二
候
哉
」
に
対
す
る
明
治
十
年
（
一
八

七
七
年
）
八
月
二
十
七
日
の
内
務
省
指
令
は
「
伺
ノ
通
」
と
し
た
う
え
で
「
地
券
ハ
其
人
二
付
与
ス
ル
者
ト
錐
ト
モ
養
子
中
二
得
タ
ル
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

券
ハ
総
テ
離
縁
ノ
節
持
去
ル
ヲ
許
サ
ス
但
実
家
ヨ
リ
付
与
ス
ル
分
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
年
九
月
十
繍
日
の
滋

賀
県
伺
「
戸
主
ニ
ア
ラ
サ
ル
者
地
所
売
買
譲
与
願
出
ル
ト
キ
ハ
其
願
書
へ
戸
主
ノ
姓
名
ヲ
肩
書
シ
且
之
二
連
署
致
サ
セ
候
儀
既
二
同
局
へ

伺
済
ノ
処
若
シ
戸
主
ノ
連
署
ヲ
諾
セ
サ
ル
者
ア
ル
モ
素
ヨ
リ
其
売
買
譲
与
ノ
権
利
上
二
関
係
ナ
キ
ヲ
以
テ
区
戸
長
ノ
調
印
有
之
ト
キ
ハ
聞

届
可
然
哉
」
に
対
す
る
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
一
月
十
六
日
の
内
務
省
指
令
で
は
、
「
戸
主
ノ
連
署
ヲ
要
ス
ル
儀
ト
心
得
ヘ
シ
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

別
一
二
家
ヲ
立
テ
戸
籍
上
ノ
ミ
家
族
タ
ル
者
ノ
如
キ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（（43））

外
岡
茂
十
郎
編
「
明
治
前
期
家
族
法
資
料
」
第
一
巻
第
二
冊
（
昭
和
四
十
二
年
一
九
六
七
年
）

同
第
二
巻
第
二
冊
上
（
昭
和
四
十
四
年
一
九
六
九
年
）
六
頁
。

六
五
二
頁
。

　
も
と
よ
り
右
の
よ
う
に
、
若
干
の
制
約
つ
き
で
は
あ
る
が
、
右
の
諸
指
令
か
ら
だ
け
で
も
、
権
利
主
体
の
「
家
か
ら
人
へ
」
の
変
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
い

窺
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
小
野
が
、
明
治
八
年
第
百
五
十
三
号
を
と
り
あ
げ
て
戸
主
の
制
の
基
を
、
な
か
ば
失
却
さ
す
も
の
と
し
て
い
る
の

も
同
趣
意
か
ら
で
あ
ろ
う
。



四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
む
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ち

　
封
建
時
代
、
主
君
に
仕
え
て
い
た
士
（
侍
）
の
春
属
（
族
）
は
、
畢
寛
、
己
ら
の
当
主
が
主
君
か
ら
頂
い
て
い
た
俸
禄
（
扶
持
）
に
寄

生
し
て
い
た
の
で
、
己
ら
の
当
主
（
間
接
に
は
主
君
）
の
支
配
を
う
け
る
羽
目
に
も
な
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
、
士
の
社
会

に
あ
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
、
庶
民
の
社
会
に
は
直
接
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
じ
く
封
建
時
代
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

士
の
社
会
と
庶
民
の
社
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
法
、
慣
習
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

（
1
）
　
石
井
良
助
「
家
と
戸
籍
の
歴
史
」
（
同
「
法
制
史
論
集
」
第
六
巻
昭
和
五
十
六
年
一
九
八
一
年
創
文
社
刊
）
に
は
、
「
江
戸
時
代
は
封
建
時
代
で

　
　
あ
る
と
い
っ
て
も
、
庶
民
の
間
で
は
、
い
わ
ゆ
る
封
建
的
な
関
係
は
あ
ま
り
存
し
な
か
っ
た
」
（
七
一
〇
頁
）
と
も
、
「
武
士
と
庶
民
と
の
間
で

　
　
は
、
別
箇
の
原
理
が
存
在
す
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
」
（
二
五
頁
）
と
も
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
に
、
三
浦
周
行
「
日
本
の
家
族
制
度
と
民
法
」
（
「
経
済
論
叢
」
第
三
十
一
巻
五
・
六
号
昭
和
五
年
一
九
三
〇
年
）
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ

　
　
も
民
法
上
「
我
国
古
来
の
家
族
制
度
と
し
て
採
用
」
し
た
な
か
に
は
重
大
な
「
誤
認
」
が
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
「
全
国
民
か
ら
見
れ
ば
少
数
の
武

　
　
士
階
級
だ
け
」
の
「
古
法
旧
慣
」
と
、
「
大
多
数
の
百
姓
町
人
等
の
庶
民
階
級
の
間
に
、
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
て
い
た
古
法
旧
慣
」
と

　
　
の
取
り
違
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
三
浦
周
行
「
日
本
史
の
研
究
」
5
昭
和
五
十
七
年
琳
九
八
二
年
岩
波
書
店
刊
、
六
六
五
頁
以
下
）
、

　
　
私
見
に
よ
れ
ば
、
本
稿
の
「
余
論
」
で
縷
々
述
べ
て
い
る
よ
う
な
次
第
か
ら
、
「
誤
認
」
で
は
な
く
て
、
は
じ
め
か
ら
十
分
承
知
の
う
え
の
こ
と

　
　
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
あ
る
い
は
、
封
建
制
を
支
え
る
根
幹
た
る
家
禄
制
そ
れ
自
体
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
当
時
、
こ
れ
に
と
も
な
い
戸
主
の
制
も
崩
潰
し
さ

ろ
う
と
し
、
た
め
に
す
べ
て
の
財
産
権
の
主
体
が
次
第
に
「
家
か
ら
人
へ
」
と
移
っ
て
ゆ
き
つ
つ
あ
っ
た
と
も
、
み
ら
れ
な
い
で
は
な
い

　
　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ



　
　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

が
、
と
こ
ろ
が
現
実
の
時
態
の
推
移
は
、
必
ず
し
も
、
そ
う
と
も
い
い
き
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
年
）
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
の

月
十
四
目
の
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
の
「
士
民
心
を
一
に
し
て
盛
に
経
論
を
行
ふ
を
要
す
」
（
原
案
）
が
人
知
れ
ず
、
「
上
下
心
を
一
に
し

て
盛
に
経
論
を
行
ふ
べ
し
」
に
か
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
家
禄
制
廃
絶
の
仕
方
に
、
よ
り
鮮
明
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
を
あ
げ
て
華
・
士
族
、
官
員
の
時
代
と
化
し
、
小
野
が
「
戸
主
の
制
半
ば
其
基
を
失
却
し
、
纏
に
其
余
喘
を
存

す
る
に
過
ぎ
ず
」
と
み
た
の
と
は
全
く
う
ら
は
ら
に
、
「
明
治
に
な
っ
て
、
庶
民
の
間
に
戸
主
権
1
そ
れ
も
武
士
の
制
度
に
な
ら
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

明
治
民
法
に
お
け
る
戸
主
権
よ
り
も
強
烈
な
戸
主
権
1
が
政
府
に
よ
っ
て
作
ら
れ
」
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
2
）

（
3
）

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
八
月
五
目
第
百
八
号
「
金
禄
公
債
証
書
発
行
条
例
」
は
、
「
家
禄
賞
典
禄
ノ
儀
永
世
一
代
或
ハ
年
限
等
ヲ
以
テ
給

与
有
之
候
処
其
制
限
ヲ
改
メ
来
明
治
十
年
ヨ
リ
別
紙
条
例
之
通
公
債
証
書
ヲ
以
テ
一
時
二
下
賜
候
条
此
旨
布
告
候
事
」
と
な
っ
た
の
で
、
高
額
下

賜
者
（
取
得
者
）
と
な
っ
た
旧
大
大
名
ら
は
、
こ
れ
を
「
国
立
銀
行
」
を
通
し
て
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
旧
大
名
か
ら
資
本
家
」
へ
の
、
い

わ
ゆ
る
「
華
麗
な
る
変
身
」
が
容
易
に
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
前
掲
石
井
「
法
制
史
論
集
」
第
六
巻
七
一
〇
頁
。

　
そ
も
そ
も
、
将
軍
家
と
か
大
名
家
な
ら
、
「
大
名
は
惣
領
は
格
別
、
次
男
よ
り
は
、
召
仕
之
者
同
様
に
心
得
候
事
、
常
々
申
聞
せ
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
て
候
時
よ
り
よ
く
よ
く
心
得
候
様
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
可
被
申
聞
候
、
惣
領
よ
り
次
男
の
威
勢
強
ぎ
は
、
家
の
乱
れ
の
元
に
候
事
」
な
ど

と
い
う
こ
と
も
い
え
よ
う
が
、
す
で
に
建
て
前
の
う
え
で
は
士
の
社
会
で
は
な
く
な
っ
た
当
時
、
そ
れ
に
「
家
の
乱
れ
の
元
」
な
ど
と
、

た
い
そ
う
の
こ
と
が
い
え
ぬ
庶
民
の
家
に
ま
で
、
大
身
の
家
同
様
な
厳
格
な
長
男
子
相
続
制
な
ど
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
も
ち
こ
ま

れ
る
の
は
迷
惑
至
極
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
こ
と
に
、
世
襲
制
も
、
天
皇
家
を
別
と
す
れ
ば
（
と
く
に
、
皇
位
継
承
）
、
次
第
に
す
た



れ
、
だ
い
い
ち
継
ぐ
ほ
ど
の
財
産
も
な
い
庶
民
の
「
家
」
に
と
っ
て
は
絶
や
せ
ぬ
も
の
と
い
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
祖
先
の
祭
祀
く
ら
い
の
と

こ
ろ
だ
ろ
う
か
（
位
牌
に
墓
石
く
ら
い
か
）
。

　
（
4
）
　
慶
長
十
七
年
（
一
六
二
一
年
）
二
月
二
十
五
日
付
、
徳
川
家
康
の
秀
忠
夫
人
に
与
え
た
「
訓
誠
状
」
全
十
七
箇
条
の
第
五
条
よ
り
（
大
石
慎
三

　
　
　
郎
「
徳
川
将
軍
家
の
相
続
制
度
」
一
九
八
一
年
大
月
書
店
刊
「
家
族
史
研
究
」
3
）
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
十
一
月
十
九
日
付
内
務
省
伺
の
「
其
身
猶
人
ノ
厄
介
二
居
リ
其
戸
主
タ
ル
者
ノ
保
護

ヲ
仰
者
ニ
シ
テ
他
家
ノ
男
女
子
ヲ
養
子
ト
ス
ル
何
分
条
理
上
難
得
其
当
是
等
ノ
如
キ
ハ
概
シ
テ
一
家
治
安
ノ
故
障
ト
モ
可
相
成
モ
ノ
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

…
…
一
切
允
許
不
相
成
儀
ト
存
候
」
に
対
す
る
同
年
十
二
月
十
七
日
付
太
政
官
指
令
は
、
「
伺
之
通
」
と
し
、
も
と
俸
禄
収
受
権
の
継
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
た
め
の
方
便
に
す
ぎ
な
か
っ
た
士
の
社
会
の
養
子
制
度
を
庶
民
の
社
会
に
も
、
お
し
つ
け
て
い
る
。

　
（
5
）
　
前
掲
外
岡
「
明
治
前
期
家
族
法
資
料
」
第
一
巻
第
二
冊
四
四
三
頁
。

　
（
6
）
　
前
掲
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
法
律
第
九
十
八
号
「
民
法
人
事
編
」
第
百
七
条
に
は
、
「
家
督
相
続
ヲ
為
ス
可
キ
男
子
ア
ル
者
ハ
養
子

　
　
　
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
あ
り
、
同
百
九
条
に
は
、
コ
戸
主
二
非
サ
ル
者
ハ
養
子
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
但
推
定
家
督
相
続
人
ニ
シ
テ
戸
主
ノ
許
諾

　
　
　
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
此
限
に
在
ラ
ス
」
と
あ
る
（
な
お
同
法
は
、
例
の
「
法
典
争
議
」
に
あ
い
、
公
布
は
さ
れ
た
も
の
の
施
行
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
た
）
。

　
し
か
し
小
野
も
、
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
余
久
し
く
海
外
に
在
り
頗
る
本
邦
旧
習
の
束
縛
を
脱
す
。
故
に

其
一
旦
帰
朝
す
る
や
、
古
来
の
旧
習
に
於
て
其
弊
の
著
大
な
る
も
の
を
発
見
せ
し
こ
と
少
な
か
ら
ず
、
遂
に
数
へ
て
一
百
箇
を
得
る
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

る
」
が
、
「
其
弊
や
、
半
ば
族
長
の
制
を
行
ひ
一
団
の
家
族
を
以
て
邦
国
の
要
素
と
為
す
に
淵
源
す
る
が
如
し
」
と
、
そ
の
核
心
を
衝
い

　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）

ノ￥

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　
な
か
ん
ず
く
、
「
東
洋
人
の
所
謂
る
父
子
相
依
の
道
な
る
も
の
」
に
由
っ
て
来
る
「
父
母
、
子
を
侍
む
の
弊
」
を
「
既
に
徳
行
の
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

弊
あ
り
。
又
た
経
済
の
点
に
害
あ
り
」
と
し
て
い
る
。

　
と
く
に
、
そ
の
父
母
が
実
父
母
（
小
野
の
い
う
「
天
性
の
親
」
）
で
は
な
く
、
養
父
母
（
小
野
の
い
う
「
法
作
の
親
」
）
の
場
合
は
、
そ

の
弊
害
も
一
層
甚
だ
し
く
、
た
め
に
小
野
は
「
養
子
の
弊
」
な
る
一
節
を
設
け
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
大
部
分
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

友
人
三
好
退
蔵
（
松
濤
）
の
「
民
事
新
話
第
二
、
養
子
ノ
禁
布
カ
ザ
ル
可
ラ
ス
」
の
殆
ど
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
で
あ
て
て
い
る
。
そ
れ

に
ょ
れ
ば
、
「
鳴
呼
養
子
も
亦
人
な
り
。
固
有
の
権
利
を
以
て
此
の
自
由
世
界
に
生
れ
な
が
ら
一
身
の
束
縛
に
遇
ひ
、
両
家
の
圧
制
を
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
き
よ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
く

り
天
賦
の
情
を
絶
ち
骨
肉
の
愛
を
割
き
、
岡
極
の
徳
を
後
に
し
て
鞠
育
の
恩
に
酬
ひ
給
与
の
恵
に
報
じ
、
終
身
汲
々
と
し
て
苦
海
を
渉
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ

険
浪
を
踏
ま
ざ
る
可
ら
ず
、
何
ぞ
其
不
幸
な
る
、
」
と
養
子
を
し
き
り
に
哀
れ
む
に
反
し
て
、
養
親
は
「
此
恩
恵
を
魯
て
父
母
た
る
の
権

利
を
買
ひ
、
老
後
の
安
楽
を
占
有
せ
ん
と
欲
す
る
」
者
で
、
畢
寛
、
「
此
権
利
を
推
し
て
束
縛
圧
制
為
さ
ざ
る
所
な
く
、
此
義
務
を
負
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
い

曲
従
屈
服
至
ら
ざ
る
所
な
き
は
理
勢
の
必
然
、
」
と
き
び
し
く
養
親
を
難
じ
、
「
今
や
政
府
縦
令
法
度
の
束
縛
圧
制
を
解
き
人
民
の
自
由
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

得
せ
し
む
る
も
、
此
習
慣
を
破
ら
ず
ん
ば
自
由
の
精
神
何
を
以
て
振
ふ
を
得
ん
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
小
野
は
「
言
間
間
刻

に
渉
る
と
難
ど
も
其
理
滅
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
し
て
い
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

全
集
第
二
巻
三
〇
二
頁
。

同
三
〇
三
頁
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）

五
月
刊
「
共
存
雑
誌
」
第
十
二
号
掲
載
。



（
1
0
）
　
全
集
第
二
巻
三
一
八
頁
～
三
二
〇
頁
。

五
　
（
余
論
）

　
と
こ
ろ
で
、
小
野
が
「
民
法
上
全
く
其
跡
を
止
め
ざ
る
に
至
ら
し
む
べ
き
な
り
」
と
ま
で
望
ん
だ
戸
主
制
の
廃
絶
の
こ
と
が
、
な
ぜ
、

か
く
も
傍
く
消
え
失
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
筆
者
得
意
の
短
絡
的
思
考
な
い
し
は
単
線
的
発
想
を
、
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
な
ら
、
何
と
い
っ
て
も
三
世
紀
に
わ
た
る
徳
川
幕

藩
体
制
を
打
破
し
た
あ
と
だ
け
に
当
面
の
必
須
は
、
何
と
か
日
本
国
の
統
一
国
家
と
し
て
の
体
を
崩
さ
ず
に
お
い
て
問
髪
を
容
れ
ず
速
や

か
に
、
旧
体
制
に
か
わ
る
新
体
制
を
う
ち
た
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
天
皇
を
核
心
に
全
国
民
を
一
枚
岩
に
団
結
さ
せ
る
こ

と
、
天
皇
を
芯
に
一
本
の
大
綱
に
結
束
さ
せ
る
こ
と
（
全
国
民
の
一
大
統
合
）
の
ほ
か
に
は
道
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
た

め
に
好
都
合
な
こ
と
に
は
、
永
い
比
較
的
安
定
し
た
封
建
時
代
を
か
け
て
、
己
の
仕
え
る
主
君
や
主
人
へ
の
絶
対
的
服
従
、
奉
仕
を
謳
っ

た
忠
義
（
忠
節
・
忠
誠
）
と
い
う
「
美
徳
」
が
、
す
で
に
十
二
分
に
、
士
の
世
界
ば
か
り
か
庶
民
の
世
界
に
ま
で
普
及
浸
透
し
て
い
た

（
こ
の
こ
と
は
、
「
忠
臣
蔵
」
の
芝
居
や
講
談
が
庶
民
に
も
相
当
の
共
感
を
も
っ
て
う
け
い
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
も
し
ら
れ
よ
う
）
の

で
、
今
は
た
だ
、
こ
の
心
情
を
そ
の
ま
ま
天
皇
に
直
結
さ
せ
れ
ば
（
天
皇
に
と
ど
か
せ
れ
ば
）
よ
か
っ
た
わ
け
で
、
し
か
も
そ
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
な
き
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
な
み
の
み
こ
と

一
番
の
捷
径
は
、
手
っ
取
り
早
く
、
全
国
民
は
悉
く
天
皇
家
（
皇
室
）
を
本
家
（
本
宗
）
と
す
る
伊
弊
諾
尊
（
男
神
）
・
伊
舞
再
尊
（
女
神
）

の
子
孫
で
、
お
た
が
い
ど
う
し
は
遠
近
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
畢
寛
、
親
類
縁
者
の
間
柄
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
す
る
、
い
な
、
そ
う
信

じ
こ
ま
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
か
く
て
、
「
我
国
ハ
祖
先
教
ノ
国
ナ
リ
、
家
制
ノ
郷
ナ
リ
、
権
力
ト
法
ト
ハ
家
二
生
レ
タ
リ
。
」
と
か
、
「
我
千
古
ノ
国
体
ハ
家
制
二
則

ル
、
家
ヲ
大
ニ
ス
レ
ハ
国
ヲ
成
シ
国
ヲ
小
ニ
ス
レ
ハ
家
ヲ
成
ス
、
家
制
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
ハ
即
チ
国
体
ヲ
明
カ
ニ
ス
ル
所
以
ナ
リ
。
国
ハ
同

始
祖
ヨ
リ
出
タ
ル
我
民
族
ノ
団
結
ニ
シ
テ
民
族
ハ
其
同
始
祖
ノ
威
霊
二
帰
服
シ
其
保
護
ノ
下
二
生
ヲ
享
ク
、
皇
位
ハ
民
族
ノ
始
祖
ノ
威
霊

ノ
所
在
ニ
シ
テ
其
直
系
ノ
皇
胤
其
位
二
居
リ
宗
祖
ヲ
代
表
シ
テ
宗
祖
ノ
慈
愛
セ
ル
子
孫
ヲ
保
護
ス
、
吾
人
臣
民
力
万
世
一
系
ノ
皇
位
二
帰

服
ス
ル
ハ
吾
人
ノ
祖
先
ノ
祖
先
タ
ル
民
族
ノ
同
始
祖
ノ
威
霊
二
帰
服
ス
ル
ナ
リ
。
之
ヲ
我
力
民
族
ノ
確
信
二
基
ク
建
国
ノ
大
本
ト
為
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

而
シ
テ
家
制
ハ
家
二
其
柱
礎
タ
ル
コ
ト
ヲ
回
顧
ス
レ
ハ
我
固
有
ノ
家
制
ノ
存
廃
豊
之
ヲ
冷
淡
二
看
過
ス
ヘ
ケ
ン
ヤ
。
」
と
か
、
し
き
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

謳
い
あ
げ
ら
れ
、
祖
先
崇
拝
を
柱
と
す
る
家
制
主
義
こ
そ
「
皇
国
ノ
大
典
、
政
教
ノ
基
本
」
た
る
の
座
に
直
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
穂
積
八
束
「
民
法
出
テ
テ
忠
孝
亡
フ
」
（
明
治
二
十
四
年
一
八
九
一
年
八
月
「
法
学
新
報
」
第
五
号
掲
載
）
。

　
同
「
家
ノ
法
理
的
観
念
」
（
明
治
三
十
一
年
一
八
九
八
年
四
月
「
法
学
新
報
」
第
八
十
五
号
掲
載
）
。

　
す
で
に
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）
十
月
、
「
氷
川
神
社
ヲ
武
蔵
国
鎮
守
ト
ス
ル
詔
」
に
も
、
「
崇
二
神
祇
一
重
二
祭
祀
帖
皇
国
大
典
、
政
教
基

本
。
」
の
こ
と
ば
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ど
き

　
こ
の
「
家
制
主
義
」
は
、
「
家
」
以
外
の
家
擬
に
も
普
遍
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
人
を
使
う
組
織
に
あ
っ
て
は
、
こ

れ
こ
そ
被
傭
者
の
不
満
や
抵
抗
を
い
な
す
、
恰
好
の
て
だ
て
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
企
業
も
一
家
、
そ
の
中
心
に
は
「
企
業
神
」
が
お
わ
す
と
す
ら

い
わ
れ
た
。

　
も
と
よ
り
、
こ
と
成
就
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
の
「
大
目
本
帝
国
憲
法
」
、
「
皇
室
典
範
」
の
制
定
（
基
本

法
体
制
の
整
備
）
、
な
ら
び
に
、
翌
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
の
「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
の
漢
発
（
人
間
の
尊
厳
と
平
等
に
基
づ
く



一
切
の
思
考
を
根
絶
さ
す
）
を
侯
っ
て
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
た
め
の
根
回
し
は
相
当
に
早
く
か
ら
懸
命
に
な
さ
れ
、
か
つ
、
こ
と
成
就
の

後
も
執
拗
に
続
け
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
前
掲
の
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
七
日
（
官
報
四
月
二
十
一
日
）
法
律
第
二
十
八
号
「
民
法

中
財
産
編
財
産
取
得
編
債
権
担
保
編
証
拠
編
」
、
な
ら
び
に
、
同
年
十
月
六
日
（
官
報
十
月
七
目
）
法
律
第
九
十
八
号
「
民
法
中
財
産
取

得
編
（
第
十
三
章
以
下
）
人
事
編
」
の
よ
う
に
、
と
も
に
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
一
月
一
目
よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
が
、
例
の
法
典
争
議
に
あ
っ
て
、
つ
い
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
お
わ
っ
た
の
も
、
こ
の
民
法
を
そ
の
ま
ま
施
行
さ
せ
て
は
、
折

角
、
天
皇
へ
の
忠
と
、
己
の
親
へ
の
孝
と
の
矛
盾
撞
着
を
統
一
し
た
は
ず
の
「
忠
孝
一
本
」
の
教
え
も
、
ひ
い
て
は
家
制
主
義
も
破
滅
に

お
ち
い
り
、
ま
さ
に
、
「
民
法
出
で
て
忠
孝
亡
ぶ
」
と
な
り
、
天
皇
を
核
心
と
す
る
国
民
の
一
枚
岩
の
団
結
に
も
ひ
び
が
い
り
か
ね
な
い

と
み
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
と
は
い
え
、
個
人
主
義
を
基
調
と
す
る
近
代
民
法
に
「
家
」
制
度
を
全
面
的
に
も
ち
こ
む
こ
と
は
、
至
難
と
い
う
よ
り
不
可
能
（
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

的
に
は
）
に
近
く
、
た
め
に
前
記
明
治
二
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
「
民
法
」
に
も
、
し
ば
し
ば
「
法
理
ノ
不
明
ヲ
招
ク
」
箇
所
な
し
と

は
い
え
な
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
、
熾
烈
な
法
典
争
議
の
あ
と
に
、
今
度
こ
そ
「
家
」
制
度
い
っ
ぽ
い
と
期
待
さ
れ
て
生
れ
た
は
ず
の
、
い
わ
ゆ
る
「
明
治
民

法
」
（
明
治
三
十
一
年
一
八
九
八
年
六
月
二
十
一
日
法
律
第
九
号
「
民
法
第
四
編
第
五
編
」
、
同
年
同
月
日
勅
令
第
百
二
十
三
号
に
よ
っ
て

同
年
七
月
十
六
日
よ
り
施
行
）
も
、
民
法
起
草
委
員
の
一
人
穂
積
陳
重
自
身
が
「
前
近
代
的
要
素
と
近
代
的
要
素
、
東
洋
的
要
素
と
西
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

的
要
素
を
包
蔵
し
、
い
わ
ば
両
者
を
つ
な
ぐ
鎖
の
よ
う
な
も
の
」
と
ま
で
自
賛
し
て
は
い
る
が
、
は
た
し
て
家
制
主
義
信
奉
者
を
十
分
に

満
足
さ
せ
る
ほ
ど
の
出
来
ば
え
だ
っ
た
ろ
う
か
。
事
実
、
そ
う
い
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
「
臨
時
教
育

　
　
　
小
野
梓
の
「
家
庭
の
制
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
村
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
早
法
五
七
巻
三
号
（
一
九
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

会
議
」
な
る
も
の
が
で
き
、
「
教
育
効
果
ヲ
完
カ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
一
般
施
設
二
関
ス
ル
建
議
」
で
「
国
体
ノ
本
義
ヲ
明
徴
ニ
シ
之
ヲ
中
外
二

顕
彰
ス
ル
カ
如
キ
我
国
固
有
ノ
醇
風
美
俗
ヲ
維
持
シ
法
律
制
度
ノ
之
二
副
ハ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
改
正
ス
ル
」
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
こ
れ
を
う
け

て
「
臨
時
法
制
審
議
会
」
が
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
年
）
に
「
民
法
親
族
編
中
改
正
ノ
要
綱
」
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
に
「
民

法
相
続
編
中
改
正
ノ
要
綱
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議
す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
5
）
　
前
掲
穂
積
「
民
法
出
テ
テ
忠
孝
亡
フ
」
。

　
（
6
）
　
2
0
び
島
圧
鵯
瓜
o
§
ヨ
一
、
、
↓
冨
Z
o
毛
匂
巷
弩
o
ω
o
Ω
〈
出
O
＆
o
．
．
｝
マ
一
9
（
大
正
元
年
一
九
一
二
年
丸
善
刊
）
。

　
そ
こ
え
、
戦
後
の
大
逆
転
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
十
二
月
二
十
二
日
法
律
第
二
百
二
十
二
号
に
よ
る
「
民
法
第
四
編
第
五

編
」
の
全
面
改
正
が
あ
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
小
野
の
「
家
庭
の
制
を
論
ず
」
は
、
果
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
歴
史
の
必
然
を
見
据
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
、
は
じ
め
か
ら
蟷
螂
の
斧
と
な
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
の
う
え
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
（
完
）


